
  ITILに適合した
  統合運用監視基盤の確立へ
　ICT（Information and Communication 
Technology）の可能性を拓く先進技術を、
業界に先駆け社会に送り出している三菱電
機情報ネットワーク。同社は「情報通信サー
ビスインテグレータ＆プロバイダ」としてネット
ワーク、データセンターからアプリケーション
まで多様なICTサービスをワンストップで提
供している。
　同社のサービス基盤を支えているのが、
三菱電機グループをはじめとしたお客様企
業のICTシステムを24時間365日、運用監
視するMIND-ICCだ。近年、ICTサービス領
域の拡大に伴い、ICTシステムの運用管理
において負担の増大、ニーズの高度化・複
雑化が企業にとって大きな課題となっている。
この課題に応えるために同社はI T I L
（Information Technology Infrastructure 
Library）適合、プロアクティブ（能動的）監
視サービスの強化を目的に、統合運用管制
センターのリニューアルを図った。
 ITILに適合した運用監視基盤を確立する

ことで、ICTサービスの品質と継続性の向上、
ICT投資効果の可視化、ICTシステムの可
用性向上などお客様メリットの拡大に努めて
いく。また、運用監視業務の標準化と自動化
を一層進め、対応の迅速化を図るとともに、
事前予防型のプロアクティブな監視サービ
スといった、高度な運用監視サービスの提供
にも注力していく。こうした新しいサービス提
供のベースとなるのが、同センターとともに刷
新された新統合運用管制システムだ。

  まず品質、運用効率や
  サポート面も採用の決め手に　
　新統合運用管制システムは、サービスデ
スクシステム、監視システム、統合管理シス
テム、業務システムおよび構成管理データ
ベース（CMDB）などの各サブシステムに
よって構成されている。なかでも監視システ
ムは、監視対象となるお客様企業のICTシ
ステムを遠隔から常時運用監視し、異常が
発生した場合、自動的に検知・分析を行い、
障害として通知する、運用監視の最前線を
担うシステムだ。それだけに、監視ツールの

選択には慎重を要した。
　「新サーバ監視システムとしては2004年
の春から監視ツールの検討を重ねました。お
客様のビジネスの生命線であるICTシステ
ムの安定運用が私たちの最大のミッション
ですから、まず品質を最重要視しました」と、
同社管制技術部の猪股義晴氏は当時を振
り返る。　
　また運用面から「お客様サーバへのエー
ジェントのインストールの容易さや、カスタマ
イズ性もポイントにしました」と、管制技術部 
技術第二課の本部祐史氏も付け加える。
同社の求める要望をクリアできた製品が
「AppManager」だった。
　「当社のニーズのすべてに応えてくれる製
品はなかなか見つかりませんでした。2004年
の秋頃、「AppManager」と出会って、これな
らいけるかなと思いました。「AppManager」
を導入しているNetIQのお客様からもお話を
伺うなどして、品質に関しても問題がないとい
う確信が得られました。導入時の作業ボ
リュームもそれほどかからないという点も採用
を後押ししました」（本部氏）。

　導入に際してはサポート面も重要なポイ
ントになった。「NetIQは私たちの質問や要
求に対してレスポンスが早かった。手厚いサ
ポートも決め手の一つになりました」。今回、
NetIQのSEサービスが、監視システムの設
計から構築、運用までをサポートしている。
「NetIQにはSEサポートに加え、お一人、常
駐というかたちでプロジェクトに参加していた
だきました。他のサブシステムとの連携や試
験時に発生したトラブルへの対応など迅速
にサポートしていただきました」（猪股氏）。

  運用効率面も大幅に向上
  アプリケーション監視も検討へ　
　新統合運用管制システムは2005年度か
ら設計、構築を開始。その後、試験等を進め
2006年8月にカットオーバー、新システムに
よる運用監視サービスがスタートした。監視
ツールの採用で最も重視した品質について
猪股氏は「今のところ、大きなトラブルもなく
安定運用しています」と、「AppManager」を
評価する。さらに「運用していく中でバージョ
ンアップはどうしてもでてきます。その際、製

品によっては監視装置とエージェントのバー
ジョンを合わせないといけないものもあります
が、「AppManager」は三世代まで混在可能
なので、お客様のご都合に合わせ、作業負荷
を軽くしつつ、安定したサービスの提供を行え
るのも魅力です」。
　「AppManager」に対して現場から評価の
声もあがってきている。「これまでは規模が大
きくなるほど、インストールの手間はかかってい
ましたが、AppManagerではインストールの手
間が大幅に短縮されたと評価する声はよく聞
きます。またカスタマイズにも柔軟に対応する
ことができ、お客様のご要望に対し容易に応
えることが可能になりました。また、メールによ
る質問に対する解答も早いですし、手厚いサ
ポートは今も変わっていません」。
　今後の展開について猪股氏は「ITILに添っ
たレポートの充実や、プロアクティブなサービス
の拡大を図っていきたい」と、力強く語る。サー
ビス拡大に関しても「AppManager」に期待す
るところは大きい。「現在、「AppManager」を
使って障害が発生したらアラーム通知を行う
運用監視を行っていますが、もう少し踏み込ん

だかたちで閾値や、統計情報を用いたプロア
クティブな運用監視を行っていきたいと考えて
います。また現在は「AppManager」をサーバ
の稼動監視やリソース監視を行っていますが、
今後はユーザー側から見たレスポンスの計測
などアプリケーションを含んだ監視への使用も
検討していきたいと思います」。
　新統合運用管制センターはデータセンター
内に設けられており、強固なセキュリティのも
と、データセンターと一体化したサービス展開
も進められている。また、新センターでは従来
に比べ運用監視規模の倍増も図っている。
「監視対象規模が拡大しても監視人員を増
やすことなく品質の高い監視サービスが提供
できる。この点にも「AppManager」を選択し
た理由があります」。新センターのサービス
事業の成長とともに、「AppManager」の活
躍するシーンも広がる。
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新統合運用管制システム 構成

三菱電機情報ネットワーク株式会社（以下、MIND）は、ネット
ワークとデータセンターの事業拡大を図るためにお客様企業の
ICTシステムを24時間365日、運用監視する統合運用管制セ
ンター（Integrated Control Center：MIND-ICC）をリニュー
アルした。新センターでは、ITILに適合した運用監視サービスを
提供し、お客様企業のニーズに高い次元で応えていく。新セン
ターの中核、新統合運用管制システムのサブシステムの一つで
あるサーバ監視システムとして、NetIQのシステム監視ソリュー
ション「AppManager」を導入。採用の決め手は品質と運用の
容易さ、手厚いサポートがポイントに。今後のサービス拡大にお
いても「AppManager」への期待は大きい。

より高度に、より効率よく。
ITILに適合した運用監視サービスを支える
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